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は じ め に

　 社会の急激な変化に対応し 、市民が人間性豊かな生活を営むために、現代

的社会的課題や、地域社会の課題解決に向けた主体的な学習機会の創出が生

涯学習に求めら れていま す。

　 大阪市では、生涯学習を通じ て現代的社会的課題に取り 組む市民グループ

やNPOなど を 対象に、地域課題解決の学習プロ グラ ム を 公募し 、実施経費の

助成や広報、報告会の開催など の活動支援を 行う ため、｢大阪市NPO・ 市民活

動 企画助成事業｣を実施し ており ま す。

　 事業の運営にあたっ ては、実施団体相互のネッ ト ワ ーク づく り に留意し 、

広く 事業効果が得ら れる よ う 進める と と も に、成果については、区や地域（ 教

育コ ミ ュ ニティ ）で活用でき る プロ グラ ムと し てと り ま と め、プロ グラ ム の

活用促進を図っており ま す。

　 今年度はAコ ース（ ま ちづく り・ 市民学習応援コ ース ）5団体、Bコ ース（ 子育

て・ 家庭教育応援コ ース ）2団体の計7団体に事業を委託し ま し た。

　 本報告書は、それぞれの団体の取り 組みをま と めたも のです。本事業が、生

涯学習のネッ ト ワ ーク の広がり や、市民の生涯学習の新たな展開へと つなが

る こ と を期待し ま す。
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農楽マッ チ勉強会 梅田セミ ナー

N PO 法人農楽マッ チ勉強会

参加者の声

● 事業実施にあたっ ての工夫

7 /1 8（ 日）1 3 :3 0 ～1 6 :3 0

古池 和弘（ 税理士）

橋本 將詞（ 社会保険労務士）

「 農業における経営論と 税務」
「 労務管理の捉え方と 雇用の基本」

講師である 農家及び活動家にと っ ては、人前でプレ ゼンする機会を 提供し 、経営力向上に寄与するこ と

が期待でき る。参加する都市住民にと っ ては、農業や食の問題や課題を知っ て頂く 事や、農商工連携の機

会を与える。また、セミ ナーの様子をオンラ イ ンで配信し 、より 多く の方に知っ ても ら う 様にする。 事業実施体制・ 組織づく り について

　 新たに役員の入れ替わり があり 2 名の増加（ 総勢1 0 名）になっ たが、事業の実施には問題なかっ た。新規

会員の募集は、セミ ナーへの新し い方の参加が少なく 、低調であっ た。

事業全体の計画、学習内容・ 形態について

　 7 月から 1 2 月まで毎月1 回の6 回開催を予定し ていたが、新型コ ロナウィ ルス感染予防の自粛の為、3 回

の開催し かでき なかっ た。1 回は、チラ シを 作成し 開催案内まで行っ ていたが、急な緊急事態宣言の発令で

中止になっ た。参加者も 自粛の影響で少なかっ たが、参加し た方は熱心にメ モを取る方が多く 、学習効果は

十分であっ た。

地域や他団体・ 組織と の連携について

　 参加者は、大阪市以外の兵庫、奈良、京都から も 参加頂き 、地域的な広がり があっ た。他団体・ 組織と の連

携は、コ ロナの影響も あり 行わなかっ た。

● 事業実施の成果と 課題（ 地域の課題解決につながっ たか）

　 講師にと っ ては、プレ ゼン能力の向上と 自身の事業を 振り 返る事ができ たと 好評であっ た。参加者は、

勉強になっ た、満足し たと のアンケート 回答を多く 頂いた。

● 事業実施後の展望

　 コ ロナの収束が見えない中で、人々が集まる事自体にハード ルが高まっ ている 。今後は、オン ラ イ ンも

併用し たかたちを形成する予定である。

●会計の話を あまり 聞く 機会がなく 、大変面白かっ たです。

●新し い視点を得る 事が出来まし た。

●農家の皆さ んがどのよう な思いで

　 農業経営さ れている のかよ く わかり まし た。

対象

講　 師

講　 師

会　 場

会　 場

講　 師

会　 場

参加者数大阪市立総合生涯学習センタ ー

第2 研修室
1 6 人

参加者数 1 3 人

参加者数 1 2 人

1

1 0 /1 7（ 日）13 :3 0～1 6 :3 0

山本 文則（ N PO 法人農楽マッ チ勉強会理事長）

近藤 昇（（ 株）ブレ イ ンワーク ス代表取締役）

「 N PO 法人農楽マッ チ勉強会活動報告及びえん農フェ スイベント 」

「 ブレインワークスグループの歩み」

大阪市立総合生涯学習センタ ー
第2 研修室

2

1 1 /2 1（ 日）13 :3 0～1 6 :3 0

芝尾 和樹（ 堺市農家）

北野 忠清（ 貝塚市農家）

「 大阪の若手農家を応援し よう 」

大阪市立総合生涯学習センタ ー

第2 研修室

3

農業に
関心のある方

定員 3 0 人
/各回

申込
者数

4 1 人
（ 大人4 1 人 子ども 0 人）

参加
者数

4 1 人
（ 大人4 1 人 子ども 0 人）

学 習 の 総 括

A  コ ース
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N PO 法人農楽マッ チ勉強会

農業活性化支援活動
目的

セミ ナーやイ ベント を通し て農業の課題やがんばっ ている農家を 紹介
活動
紹介

http ://no ram a tch .co m
団体
HP3 4 人

団体
構成員数2 0 1 4 年2 月活動開始

時期

事業の
ねら い

http://noramatch.com


糸つむぎから見える

ワタの歴史と 未来
特定非営利活動法人　 ペッ ト チャ ルカ の広場

参加者の声

● 事業実施にあたっ ての工夫

9 /8（ 水）1 3 :3 0 ～1 5 :3 0

松下 隆（ 全国コ ッ ト ンサミ ッ ト 事務局）

「 江戸から 明治～現代の大阪と 綿花」

近世・ 近代のワタ 栽培の加工・ 流通を大阪が担っ てきた歴史を日本綿業会館など見学し て実像に迫る。ワ

タ の繊維から 糸を紡ぎだし てみるこ と で伝統産業技術に触れ、衣服の成り 立ちを学び、持続可能な繊維

資源であるワタ と の向き 合い方を考える契機と する。

事業の
ねら い

事業実施体制・ 組織づく り について

　 教材作成にあたっ て全国コ ッ ト ンサミ ッ ト 、日本綿業振興会から の協力を 得るこ と ができ た。募集チラ

シの作成、発送および応募者管理について有志社員による専従班の対応と し た。

事業全体の計画、学習内容・ 形態について

　 座学については動画、画像など多数用いて視聴覚から 情報吸収いただけるよう 工夫し た。大阪産の綿を

使い、簡易な糸車を採用し 、具体的な実技と し た。また大阪市内の綿花関連施設の見学など実地での学習機

会を設けた。

地域や他団体・ 組織と の連携について

　 アク セサリ ー作り では綿花などの材料を地域の有志より 提供いただき、講座への協力参加いただけた。

● 事業実施の成果と 課題（ 地域の課題解決につながっ たか）

　 綿花に心寄せる方々に疑問解消または問題解決の糸ぐ ちを示すこ と ができ た。参加者においてそれぞれ

の地域や職場である就労施設で栽培、糸紡ぎの開始の契機と なっ た。

　 講座日程の範囲では糸紡ぎを習得でき なかっ た人も いて、練習方法に工夫が必要と 考える。

● 事業実施後の展望
　 近世・ 近代の大阪の綿作綿業を 学び、実際に大阪で収穫し た綿を 加工し も のづく り を 体験いただき 綿花

への関心を 深めていただく こ と ができ まし た。来年度から 参加者各自で綿花栽培を 始める と 抱負を 伺っ

ており サポート し ます。新たに受講希望者をつのり 、綿花栽培と 綿花加工を 広げます。

●綿花から 織物までの過程が十分に理解でき た。

●綿業会館が素晴ら し かっ た。講座の内容も 興味深いも のでし た。

●綿の歴史や綿そのも のの性質や、綿を 様々な角度から 知るこ と ができ て楽し かっ たです。

大阪市立難波市民学習センタ ー

第3 研修室
1 3 人

9 /2 2（ 水）1 3 :3 0 ～1 5 :3 0

明神 敬一（ N PO 法人ペッ ト チャ ルカ の広場）

「 植物と し てのワタ の生態、

糸つむぎの準備」

大阪市立難波市民学習センタ ー

第4 研修室
1 3 人

1 0 /1 3（ 水）1 3 :3 0 ～1 5 :3 0

明神 敬一（ N PO 法人ペッ ト チャ ルカ の広場）

「 日本の綿花栽培 ペッ ト チャ ルカ で糸をつむぐ 」

大阪市立難波市民学習センタ ー
第3 研修室

1 2 人

対象 申込
者数

どなたでも 定員 1 0 人 1 3 人
（ 大人1 3 人 子ども 0 人）

参加
者数

1 3 人
（ 大人1 3 人 子ども 0 人）

学 習 の 総 括

A  コ ース

● その他
　 コ ロナの影響により 日本綿業会館の使用中止、難波市民学習センタ ー使用定員の削減のため予定の変更

が重なっ たがプログラ ムの修正で乗り 切っ た。開催中にひと り も 感染者がでなかっ たこ と に安堵する。

6 7

講　 師

会　 場 参加者数

1

講　 師

会　 場 参加者数

2

講　 師

会　 場 参加者数

3
特定非営利活動法人　 ペッ ト チャ ルカ の広場

コ ッ ト ンの低農薬有機肥料栽培およ びペッ ト チャ ルカ による 糸つ

むぎの普及啓蒙に関する 事業を 行い、環境の保全と 伝統技術の継

承に寄与する と 同時に繊維資源と し て今日なお大き く 依存し てい

る世界のコ ッ ト ン の状況に目を むけながら 環境問題や児童労働問

題に触れつつ繊維資源のすべてを 輸入に頼る 日本から フ ェ ア ト

レ ード を 進めて貧富の格差の解消に向けた消費行動のき っ かけづ

く り と し たい。

平成2 6 年4 月より 大阪市内で河内木綿を栽培開始。平成2 7 年2 月か

ら 令和2 年2 月まで、はぐ く み事業と し て市内小学校にて収穫し た

綿を 使っ て糸つむぎ体験を 毎年実施。平成3 1 年2 月から 自主開発

し た糸車「 ペッ ト チャ ルカ 」を 体験で採用。福島県、長野県、長崎県、

鹿児島県、愛知県等で綿花の栽培指導と 糸つむぎワーク ショ ッ プ

を開催し た。

活動
目的

活動
紹介

http s://p etcha rkha .o rg
団体
HP

2 0 人2 0 2 0 年8 月活動開始
時期

団体
構成員数

●「 綿業振興会D V D 文化編／

　『 自然・ コ ッ ト ン・ 人間』上映と 講演」

1 0 /2 7（ 水）1 3 :3 0 ～1 5 :3 0

平野 由美子（ アク セサリ ー工房 由美子）

「 ワタ はどれだけ必要なのか

ワタ でつく る工芸」

大阪市立難波市民学習センタ ー

セミ ナー・ 展示室
1 1 人

講　 師

会　 場 参加者数

4

●ワタ と 人と の持続可能なよ り 良い関係の築き 方

●ワタ の木でアク セサリ ーづく り

1 1 /1 0（ 水）1 1 :0 0 ～1 3 :0 0

松下 隆（ 全国コ ッ ト ンサミ ッ ト 事務局）

「 大阪の近代紡績の足跡を訪ねる」

日本綿業会館 1 1 人

講　 師

会　 場 参加者数

5

●日本綿業会館の見学と 講演

●いいワタ 栽培に必要なも の

●ペッ ト チャ ルカ で綿から 糸を つむいでみる

●大阪の産業の基礎を作っ た綿産業

●ペッ ト チャ ルカ で単糸・ 双糸を つむぐ

https://petcharkha.org


「 みんなで楽しく 学ぼう 、

防災の知識！アゲイン」事業
ボラ ンティ ア講座同好会『 ひまわり 』 ● 事業実施にあたっ ての工夫

これから 3 0 年間8 0 % 以上の確率で発生すると いわれる南海ト ラフ 巨大地震。一方、1年以上続く コ ロナ禍

は収束の兆し も見えない状態。その中で避難所運営にあたる防災リ ーダーへの知識と 心構えを伝える。
事業実施体制・ 組織づく り について

　・ 限ら れたスタ ッ フ（ 5 名）を資料収集と レジュ メ 作成に分けて分担を明確にし た。

　・ スタ ッ フ が機能的に各セミ ナーで活躍でき るよう 、「 受付」「 コ ロナ対応」「 誘導」「 撮影」など分担を決め

て、各人のマニュ アルにより 実施し た。

事業全体の計画、学習内容・ 形態について

　・ 対面式のセミ ナーの利点を活かし て、講座中も 質疑応答を交えて効果的な防災知識の伝達が行われた。

　・ 防災グッ ズの展示などで、具体的な家庭での対応が示せた。

地域や他団体・ 組織と の連携について

　 夏休みの児童や盆休みの家族連れが参加し やすいよう に8 月に事業実施を計画し たが、コ ロナ禍のため、

夏休みの短縮などの影響で子ども の参加が得ら れなかっ た。

● 事業実施の成果と 課題（ 地域の課題解決につながっ たか）

①各回2 0 名定員の予定が、コ ロナ禍のため会場収容人員が1 8 名と なり 、定員も 1 0 名と し た。し かし 、猛暑

日や大雨にも かかわら ず、6 名から 9 名の参加を得た。

②グループでの実施はでき なかっ たが、個々人がゲーム形式の学習に取り 組み、楽し みながら 防災意識が

高まっ た。

③少数精鋭で運営し てき たが、グループ員の増強が課題である。

対象 申込
者数

どなたでも 定員 1 0 人
／各回

2 2 人
（ 大人2 2 人 子ども 0 人）

参加
者数

2 2 人
（ 大人2 2 人 子ども 0 人）

学 習 の 総 括

A  コ ース

● 事業実施後の展望

　 6 度目の助成事業において、昨年に引き 続き グループ独自の企画により 、グループ 構成員のみの運営（ 講師

の防災士もグループ員）により 、参加者に満足頂ける事業が実施でき、さらなる事業実施に自信が持てた。

● その他

　・ コ ロナ禍の中で、会場施設の協力も いただき ながら 、事業目的が達成できた。

　・ 平均年齢7 0 歳、5 名のメ ンバーのため、オンラ イ ン講座の開催は次回の課題と し た。

参加者の声

●たいへん参考になり 感謝し て いま す。防災グッ ズを 至急用意し ま す。

●と て も 解かり やすかっ た。

●講座を 通し て防災の意識が強く なっ た。

8 9

ボラ ンティ ア講座同好会『 ひまわり 』

大阪市いち ょ う 大学講座受講生有志によ る ボラ ン テ ィ ア 活動を 主体と し た親睦

8 /5（ 木）1 4 :0 0 ～1 5 :3 0

「 コ ロナ禍での避難所運営について」

大阪市立総合生涯学習センタ ー　 第5 研修室

●「 コ ロナ禍での避難所運営マニュ アル」（ 大阪市）

　 の活かし 方の検討

●国土強靭化推進室ワーキングで確認し た

　 民間の取組事例の紹介と 検討

8 /1 9（ 木）14 :0 0～1 5 :3 0

「 全国の防災先進事例に学ぶ」

大阪市立総合生涯学習センタ ー　 第5 研修室

出雲 弘紀（ 防災士/ボラ ンティ ア講座同好会『 ひまわり 』所属）

活動
目的

市民活動助成事業、総合フ ェ スタ への紙芝居劇による参加活動
紹介 なし

団体
HP5 人2 0 1 3 年4 月活動開始

時期

会　 場

講　 師

出雲 弘紀（ 防災士/ボラ ンティ ア講座同好会『 ひまわり 』所属）講　 師

会　 場

1

2

事業の
ねら い

団体
構成員数

6 人参加者数

●タ イ ムアタ ッ ク 、HU G ゲームなどを 通し て

　 防災のリ ーダーと し ての素養を 高める

8 /2 6（ 木）14 :0 0～1 5 :3 0

「 ゲームで学ぶ防災のコ ツ」

大阪市立総合生涯学習センタ ー　 第5 研修室

出雲 弘紀（ 防災士/ボラ ンティ ア講座同好会『 ひまわり 』所属）講　 師

会　 場

3

7 人参加者数

9 人参加者数



地域で「 ICTクラブ」を

始めるための担い手養成講座
生涯学習「 地域ICTク ラ ブ」連絡会

● 事業実施にあたっ ての工夫

学校でも ICTが授業に取り 入れら れたこ と を機会に、地域でも オンラ イ ン会議や「 地域ICTク ラ ブ」を始

めよう と いう 雰囲気が醸成さ れ始めてき た。本年度は退職し たICTエンジニア、時間に余裕のでき たICT

イ ンスト ラ ク タ ー経験者などに呼びかけて、生涯学習活動と し てのICT講座運営者養成講座を 開講し 、

地域の教育課題に応えたい。

事業実施体制・ 組織づく り について

　 生涯学習「 地域ICTク ラ ブ」連絡会のメ ン バーが3 年目を 迎えて高齢化が進んだ。そのため事業実施主体のサポート メ ン

バーと し て本事業の1 期修了生、2 期修了生の有志に参画し ても ら い実施体制・ 組織づく り の若返り を 図っ た。

事業全体の計画、学習内容・ 形態について

　 本年度は当初から 昨年度までの本講座修了生が事業実施体制に参画し てく れて、各自の担当地域の事例発表を 中心に

事業全体の計画・ 学習内容・ 形態を 準備し ていた。し かし コ ロ ナ禍が収まら ず地域活動は停滞、昨年同様に地域には入れな

い状態なので、講座本体では本講座修了生が中心と なっ てプロ グラ ミ ン グ技術習得を めざし た。また、講座本体での技術学

習と 、課外講座での運営ノ ウハウ学習を 行っ たのは受講生のアン ケート を 見ても 好評であっ た。し かし 、講座本体時間し か

参加でき なかっ た受講生から 、本体時間内に組み込んでほし かっ たと の要望も あっ た。

地域や他団体・ 組織と の連携について

　 コ ロナ禍で感染防止のため地域が外部に対し て閉じ てし まっ た。同様に他団体・ 組織と の連携についても 感染防止上直接

の連携は遠慮せざるを得なかっ た。

● 事業実施の成果と 課題（ 地域の課題解決につながっ たか）

・ 本講座の修了生（ 1 期生・ 2 期生）が集まっ て任意団体「 地域ICTク ラ ブ大阪」を 立ち 上げた。

・ 講師の胡中先生の今福教室を モデルと し て「 地域ICTク ラ ブ大阪」が支援し て大正区内の「 千島メ ディ カ ルセン タ ー」と

「 平尾老人憩いの家」の2 か所で「 地域プロ グラ ミ ング教室」を開催する こ と が出来た。

・ 本講座の修了生が勉強会を重ねて本講座の講師・ 講師補助を 務めら れるよ う に実力をつけた。

・ 当初予想し た生涯学習関係者（ 生涯学習推進員、生涯学習イ ン スト ラ ク タ ー等）の本事業への参加が少なく 、今回の熱心

な参加者はほと んど今まで地域活動への参加経験を 持っ ておら れないよ う だ。ICT技術は今後の地域課題の解決の有力な

ツ ールである こ と は確かだが、従来の地域関係者にはこ のツ ールへの関心が薄いこ と が講座を 実施し てみて感じ る 。

・ コ ロ ナ禍感染防止上、人と 人と の直接的な接触は避けねばなら ないと いう 前提がまず展望の前に立ち ふさ がる 。「 不要不

急」の事業と「 必要緊急」の事業を 峻別する英知が必要なよ う だ。

● 事業実施後の展望

対象
申込
者数

生涯学習に関心を
持つどなたでも

定員 1 2 人 ②1 2 人
（ 大人1 2 人 子ども 0 人）

参加
者数

1 2 人
（ 大人1 2 人 子ども 0 人）

学 習 の 総 括

A  コ ース

　 災害から 地域住民の「 いのち を 守る 」ためのツ ールと し て行政関係者間で「 スマホ」の活用が話題と なり 、「 高齢者スマホ

講座」があち こ ち の自治体で開かれる よ う になっ た。またその続編と し ての「 フ ォ ロ ーアッ プ講座」への開催要望も 強いと

いう 。地域の課題解決につなげる ため、「 不易流行」の地域活動企画を みんなと 額を 寄せ合っ て提案し 続けていき たい。

● その他

●小学校でプログラミ ング教育が始まったと 聞いていたので、実際に子どもたちはどんな事を学んでいるのかが分かってよかった。

●今福地域では地域活動協議会がプログラミ ング教室を主催して実施している事を知って驚いた。自分の住む地域にも 働きかけてみたい。

●少人数でフレンド リ ーな講座運営に感謝している 。

1 0 1 1

1 1/6（ 土）14 :0 0 ～16 :3 0

「 オリ エンテーショ ン」

大阪市立総合生涯学習センタ ー　 第3 研修室

7 人

●プログラ ミ ング教育の必要性　 ●今福地域における地域ICTク ラ ブ

会　 場

参加者数胡中 俊雄（ 今福地域活動協議会）講　 師

1
12 /4（ 土）14 :0 0 ～16 :0 0

「 グラ フ ィ ッ ク プログラ ミ ング実習」

大阪N PO センタ ー

1 0 人

●鬼ごっ こ ゲームの作り 方　 ●Scra tchプログラ ムの機能拡張

●Scra tchにAI機能を 拡張し て付加する実際例

会　 場

参加者数中井 貴子（ 語学塾講師）講　 師

5

12 /11（ 土）14 :0 0～1 6 :0 0

「 グラ フ ィ ッ ク プログラ ミ ング実習」

大阪N PO センタ ー

1 0 人

●Scra tchにAI機能を 拡張し て付加する実際例の復習

●迷路ゲームの作り 方　 ●新し いスプラ イ ト の作成

会　 場

参加者数中井 貴子（ 語学塾講師）講　 師

6

12 /18（ 土）14 :0 0～1 6 :0 0

「 グラ フ ィ ッ ク プログラ ミ ング実習」

大阪N PO センタ ー

1 2 人

●サッ カ ーPKゲームの作り 方　 ●Scra tchプログラ ミ ングのまと め

●受講生の受講感想発表と 修了証授与

会　 場

参加者数中井 貴子（ 語学塾講師）講　 師

7

1 1/1 3（ 土）1 4 :0 0～16 :0 0

「 グラ フ ィ ッ ク プログラ ミ ング実習」

大阪N PO センタ ー

1 1 人

●受講生自己紹介　 ●プログラ ミ ン グ言語Scra tchと は

●Scra tchの使い方

会　 場

参加者数

1 1 人参加者数

1 1 人参加者数

中井 貴子（ 語学塾講師）講　 師

2

1 1/2 0（ 土）1 4 :0 0～16 :0 0

「 グラ フ ィ ッ ク プログラ ミ ング実習」

大阪N PO センタ ー

●プログラ ミ ングの基本　 ●繰り 返し 処理　 ●ク ローン作成

会　 場

中井 貴子（ 語学塾講師）講　 師

3

1 1/2 7（ 土）1 4 :0 0～16 :0 0

「 グラ フ ィ ッ ク プログラ ミ ング実習」

大阪N PO センタ ー

●リ ンゴ落下ゲーム　 ●かごでリ ン ゴを キャ ッ チ

●リ ンゴの拡大と ゲームの難易度

会　 場

中井 貴子（ 語学塾講師）講　 師

4

参加者の声

事業の
ねら い

生涯学習「 地域ICTク ラ ブ」連絡会

担い手養成講座の企画・ 運営
活動
目的

市内で地域活動と し てICTク ラ ブを運営し ている

団体が連絡会を 結成し 協働・ 広報活動を 展開

活動
紹介

なし
団体
HP6 人2 0 1 8 年4 月活動開始

時期

団体
構成員数



離れていても 心は“ 密”に

「 ふれあい食育= オンライン共食」事業
特定非営利活動法人フ ード ラ ボ

● 事業実施にあたっ ての工夫

9 /2 6（ 日）1 1 :3 0 ～1 4 :3 0

品川 明（ 学習院女子大）、黒川薬膳チーム

「 今必要な旬の“ 食”

 ～命を支える香り・ 味覚と は？～」

コ ロナ禍で閉じ こ も り 気味の生活。三密回避から 、人と 人と の距離も 離れがちと なり 、食事も ついついあ

り き たり になり がち。そんな時だから こ そ、心の距離を密にし て、安心安全な食の情報を ちゃ んと 知り 、

家に閉じ こ も っ て忘れがちな旬の食を、こ こ ろ の栄養と 共にし っ かり と 摂取し たいも の。そこ で、物理的

距離は守り ながら 、オンラ イ ンにて触れあえる「 食育講座」を、コ ロナでお困り の飲食店さ んや生産農家

さ んと 一緒に「 共食」し ながら 、前向き・ 笑顔で実施。それをオンラ イ ンでより 多く の人と 共有する。

事業実施体制・ 組織づく り について

　 新型コ ロナウイルス感染症による3 密回避の指示により「 ふれあい」や、「 社会的なつながり 」の欠如が危惧さ れた。

現状に対し て厚生労働省は「 新し いつながり 事業」の展開を 提起し ている。し かし ながら その施策も 、繰り 返さ れる

「 緊急事態宣言・ まん延防止重点措置」により 、対面形式の学習や、楽し く 会話し ながら の食事などは、到底叶わない

状況である。

　 そこ で昨今、ICTを活用し たリ モート 会議システムを使っ た、コ ミ ュ ニケーショ ンを図ろう と する本事業は、社会

的処方と いう 観点から も 意味あるプロジェ クト と し て自負し ている。実施にあたり 、各分野の専門家の意見も 伺え

大変参考になっ た。また本事業を受けて新し い集いが生まれ、そこ から 新事業が開始さ れよう と し ているこ と も 有

意義な事と 考える。

事業全体の計画、学習内容・ 形態について

　 今回、ICT活用による遠隔地間での共食と 、食の学びの体験を 行う も のであっ た。そのため、講師陣の打合せやリ

ハーサルも 、全てリ モート 会議システムを使っ て実施し た。

　 活動のも う ひと つの目的と し て、RQ ①「 ICT活用によっ ての共食には、対面の共食と 同様に『 食のも つコ ミ ュ ニ

ケーショ ン機能』の効果が得ら れるか」RQ ②「 ICT活用による共食においても 、『 集団への帰属意識』を持ちう るか」を

明ら かにし よう と 、インタ ビュ ー調査および、アンケート 調査を行っ た。その後、イベント 参加前後の考え方の変化な

どを 分析考察し た。意義と し て、コ ロナ禍収束の見えない中、オンラ イ ンによる共食の効果を 実証し 、対面でなく て

も 可能な、新たな形のコ ミ ュニティ づく り への知見提供に結び付く と 考える。

地域や他団体・ 組織と の連携について

　 子ども 料理教室「 こ と こ と 」を始め、黒川薬膳チームと の協働も 、回を追う 毎にスムーズに進み、参加者の評価も 回

を増す毎に高く なっ ていた。また、ICT技術と の連携も 、ド ッ ド Office・ 株式会社ラ ッ シュと の連携も 深まり 、今後の協

働体制も 取り やすく なっ た。

● 事業実施の成果と 課題（ 地域の課題解決につながっ たか）

　 本事業から 、共食の効果は、オンラ インにおいても 対面時と 同様の充分な効果、および、参加者同士の紐帯を強める

こ と が示唆さ れた。むし ろ、子ども 達においては、オンラ インの方が、画面に集中する時間が長く 、その効果は3 歳児に

も 見受けら れるなど、幼児教育の観点から も 注視すべき結果が見出さ れた。

　 その結果をも っ て、共食はICT 活用のオンラ イン時においても 、命題であっ た「 食のも つコ ミ ュ ニケーショ ン機能」

は充分に発揮さ れ、むし ろその効果は、対面を上回る示唆も 導き ださ れた。また、その「 オンラ インにおける集い」と い

う 方法から でも「 集団への帰属意識」の形成が可能なこ と も 明ら かになっ た。

　 以上の結果から 、オンラ イ ンによる食のつながり は、コ ロナ禍のみなら ず、平時（ アフ タ ーコ ロナ・ w ithコ ロナ）におい

ても 社会的紐帯への有用性を持つと 考える。こ の結果が、多様な社会的セク タ ー間における非接触型コ ミ ュ ニケーショ

ン構築への一助と なり 、対面でなく ても 可能な、新たな形のコ ミ ュニティ づく り への知見提供になれば幸甚である。

● 事業実施後の展望
　 参加者の中の有志数名が「 こ う いう 活動を続けて行きたい」と 、集まっ て会議を開いたらし い。その話合いの中、「 地

域の新し い居場所づく り 」をめざす取組が始まるこ と になっ た。当団体も 、地域づく り に繋がる活動の一環と し て、精

一杯応援し てゆく 所存である。本事業が、その契機と なっ たこ と は誠に嬉し い限り である。

食の古民家サロ ン

食の古民家サロ ン

会場／2 4 人 、 オン ラ イ ン ／6 2 人

1 0 /3 0（ 日）1 1 :3 0 ～1 4 :3 0

渡貫 淳子（ 元観測隊調理隊員）、黒川薬膳チーム

「 究極の状態での“ 食”

 ～南極調理隊員さ んと 共食～」

1 1 /2 7（ 土）1 1 :3 0 ～1 4 :3 0

射手矢 康之（ 射手矢農園）、田中 昌行（ お好み焼でん）

「 守るべき“ 食”

 ～伝統野菜を守る農家さ んと 共食～」

お好み焼でん

対象
申込
者数

どなたでも 定員
会場5 組／各回

オンラ イ ン
1 0 0 組／各回

5 0 人
（ 大人2 6 人 子ども 2 4 人）

参加
者数

会場4 8 人
（ 大人2 0 人 子ども 2 8 人）

オンラ イ ン5 1 0 人

学 習 の 総 括

A  コ ース

参加者の声

●自分の味覚がこ んなに匂いに影響さ れているこ と を初めて知っ た。

●と も だちと 一緒に、いろ いろ と 話合いながら 食べてかんがえた。いろ いろ と し ら ないこ と がわかっ た。と も だちから も 教え

ても ら っ てう れし かっ た。

●リ モート では空々し く なリ 、あまり 楽し めないかなと 思っ ていまし たが、東京にいる 人と こ んなに離れていても 、一緒に同

じ も のを作っ て食べて愉し めるんだなと 気付かさ れまし た。

1 2 1 3

講　 師

会　 場 参加者数

会場／2 0 人 、 オン ラ イ ン ／2 2 0 人参加者数

会場／4 人 、 オン ラ イ ン ／2 2 8 人参加者数

1

講　 師

会　 場

2

講　 師

会　 場

3

事業の
ねら い

誰も が健康で文化的な生活を実践するための基本要件たる「 食」に関する知識の普及・ 啓発および情報提供等をおこ なう 。こ れにより 、自然

と の共存を考えながら 、から だにやさ し い食生活の普及・ 啓発活動を通じ て、真に人間性あふれたより 健康で心豊かな福祉社会の創造に寄

与すること を目的と する。

活動
目的

大阪駅北側のう めきた二期開発地で「 都会のど真ん中でソ バ畑」と 題し 、ソ バを種播きから 手刈り で収穫・ 昔ながら の唐箕で脱穀～手打ちし

皆で食すまでを3年間実施。また薬膳の効能を活かし た「 親子薬膳教室」や、味覚教育・ 匂いの実験。毎年夏に北区や大正区の子ども 子育てプ

ラ ザでの「 日本の食文化に親し もう！おじ いちゃんおばあちゃんと 楽し く そば打ち」。留学生と のそば打ち交流等。

活動
紹介

http ://w w w .np o -fo o d lab .o rg
団体
HP1 0 人2 0 0 9 年4 月活動開始

時期

団体
構成員数

特定非営利活動法人フ ード ラ ボ

http://www.npo-foodlab.org


YO N  k itch en

参加者の声

YO N  k itchen

団体
構成員数

● 事業実施にあたっ ての工夫

次世代を担う 子ども 達や子育て中の親世代、親子、大人を対象に食の楽し さ や大切さ を伝え、食について

体験の場を提供します。「 食べる力」＝「 生きる力」を育み、食を取り 巻く 暮らし の課題解決に貢献し ます。

事業の
ねら い

こ ど も や親を 対象に、料理教室や実験教室を 実施し 、地域の皆様に喜

んでいただける ワーク ショ ッ プ 中心の食育活動を する 。

体験し て学べる 子ど も 達の博物館“ キッ ズプ ラ ザ大阪”パーテ ィ キッ

チン にて指導員を 務めたメ ン バーで2 0 2 1 年に結成さ れまし た。独自

の食育活動を 展開し て いき ま す。「 つく る・ たべる・ え がおにな る 」を

テーマにワーク ショ ッ プの参加者の笑顔を 引き 出し ま す。

事業実施体制・ 組織づく り について

・ 団体メ ン バーそれぞれが会場視察し 、設備や器具の確認を 事前に行っ た。

・ 事業内容、材料の手配、参加者の人数・ アレ ルギーの有無、タ イ ムスケジュ ールなど綿密に連絡を 取り 合っ た。

・ コ ロ ナ感染対策について、人数制限、分散型ワーク ショ ッ プ、徹底し た消毒を 心がけた。

事業全体の計画、学習内容・ 形態について

・ 会場決定後、季節を 考慮し てレ シピ立案計画し た。

・ 募集人数は定員の半数、各テーブル1組、開始時間を 分散さ せて、各テーブルで個別にワーク ショ ッ プをするなど臨機応

変に対応し た。

・ 学習内容については、はじ めての食育coo k ingのテーマに沿う よう に、4 歳から できる内容にし 、保護者も 一緒に楽し め

る内容にし た。

・ ケガ、食中毒に対応する イ ベン ト 保険に加入し 万が一に備えた。

・ 広報面は、いち ょ う 並木、いち ょ う ネッ ト に掲載の協力を 頂き 、講座内容がわかり やすいチラ シを 作成し 、図書館や子

育て関係の施設に配架し て頂く 様お願いし た。

・ 親世代（ 3 0 ～4 0 代）の年齢層を考慮し て、SN S告知（ Insta g ram 、情報ネッ ト いこ ーよ ）に掲載し た。

地域や他団体・ 組織と の連携について

・ 開催場所を 大阪市内各所で行っ た。

・ β-本町橋にて、W i-Fi環境設備がある と こ ろ でのオン ラ イ ン 講座を 開催し た。また、キッ チン 設備のないと こ ろ での

co o k ingの可能性も 見いだし た。

・ 環境問題に取り 組む団体や、農業に関わる団体と のつながり がう まれ、今後の活動の広がり に展開がも てた。

● 事業実施の成果と 課題（ 地域の課題解決につながっ たか）

● 事業実施後の展望
YO N  k itchenが大切にし ている 五感のワーク ショ ッ プを 軸に、防災食、SD G sなどを 取り 入れたワーク ショ ッ プを 展

開し ていき たい。また、男女共同参画にも 注目し 、男性の育児、家事参加にも つながる ワーク ショ ッ プも 企画し ていき

たい。長引く コ ロ ナではある が、対策を 万全にし 、広い設備でよ り 子ども 達や親子に喜んでいただける 企画を 考えてい

き たい。

成果： 事業実施後に参加者アン ケート では大変満足し たと 高評価を 得ら れた。理由と し て、親子の時間がと れた、こ ど

も が楽し んでいた、季節にあっ た料理が学べた、コ ロ ナ禍でイ ベン ト の中止が相次ぐ なか貴重な体験ができ た、家でも

でき る 料理が習えたなどの記入があっ た。食育活動を 通し て、親子のコ ミ ュ ニケーショ ン がと れ子育て支援につなが

る 活動である 気づき があっ た。食の大切さ 、楽し さ を 体験する こ と で、自分の健康を 守る こ と 、身近な人への感謝の気

持ち を養い、食べ物を大切にする学びにつながっ た。

課題： 当日、天候の悪化、体調不良によ り キャ ンセルが相次いだ。材料のロス、キャ ンセルが課題。

●コ ロナでなかなかイ ベント がないので夏休みの楽し い思い出になり まし た。

●と ても たのし かっ た。おだんごのつく り かたがおそわれてう れし かっ た。

　 おだんごをこ ねこ ねするのがたのし かっ た。

●大人も こ ども も 別々のこ と を 学んでも 、両方満足でき る内容だっ たのですごく 良かっ たです。

活動
目的

活動
紹介

http s://w w w .instag ram .co m /

yo nk itchen

団体
HP

5 人2 0 2 1 年1 月活動開始
時期

1 4 1 5

B コ ース

学 習 の 総 括

Let ʼs enj oy！

はじ めての食育co o k ing

8 /9（ 月・ 祝）

YO N  k itchenスタ ッ フ

「 はじ めての食育co o k ing～水族館のむゼリ ー～」

旭区民センタ ー 3 3 人

講　 師

会　 場 参加者数

1

9 /2 0（ 火・ 祝）

YO N  k itchenスタ ッ フ

「 はじ めての食育co o k ing～もちもちお月見団子～」

キタ の北ナガヤ 1 2 人

講　 師

会　 場 参加者数

2

1 1 /2 3（ 火・ 祝）  

伊藤 有理（ 管理栄養士/国際中医師）、YO N  k itchenスタ ッ フ

「 はじ めての食育co o k ing

～ママ座学講座×こども 料理ワークショ ッ プ～」

ク レ オ大阪東 2 8 人

講　 師

会　 場 参加者数

3

YO N  k itchenスタ ッ フ 、池田 重樹（ バルーンアーティ スト ）

「 はじ めての食育co o k ing  ～クリスマスワークショ ッ プ～」

β-本町橋 2 2 人

講　 師

会　 場 参加者数

4

対象
申込
者数

4 歳以上の子ども 、
親子

定員
参加
者数

①4 組/各回

②2 組/各回

③大人5人/各回
　 子ども 8人/各回

④4 組/各回

101人
（ 大人3 8人 子ども 6 3人）

95人
（ 大人3 6人 子ども 59人）

よ  ん き  っ  ち  ん

1 2 /2 5（ 土）

1 0 :3 0 ～1 1 :1 0 ,1 2 :0 0 ～1 2 :4 0

1 3 :3 0 ～1 4 :1 0 ,1 5 :0 0 ～1 5 :4 0

1 2 :0 0 ～1 2 :4 0 ,1 2 :5 0 ～1 3 :3 0

1 3 :4 0 ～1 5 :2 0 ,1 4 :3 0 ～1 5 :1 0

1 1 :0 0 ～1 2 :0 0 ,1 4 :0 0 ～1 5 :0 0

1 0 :3 0 ～1 1 :2 0【 オン ラ イ ン (Z o o m )】

1 3 :0 0 ～1 4 :0 0 ,1 4 :0 0 ～1 5 :0 0

1 5 :0 0 ～1 6 :0 0 ,1 6 :0 0 ～1 7 :0 0

https://www.instagram.com/


　 当法人は＜子ども の権利条約＞の理念にそっ て活動し ていますが、まだま

だ「 子ども の権利」は社会に浸透し ていません。子ども は大人の所有物ではな

く 、一人の権利を も つ人間であると いう こ と を 共有する 学びの場を も つため

に計画し まし た。

　 昨年「 子ども の権利条約」のイ ラ スト 展を 開催し まし たが、ぜひ講師によ る

お話から 学びたいと の声が多く 、今回はさ ら に内容を 発展さ せて、子ども の

権利について描かれたイ ラ スト を も ち いたワーク ショ ッ プを 通し 、親子で学

ぶも のを 予定し ていまし たが、新型コ ロ ナウイ ルス感染症の流行の影響によ

り 不開催と し まし た。

　 子ども 達には、自分も 周り のこ と も 大切にでき る 人になっ てほし いと 願い

ますが、そのためには、そのためのコ ミ ュ ニケーショ ン 力を 大人自身が身に

つける 必要があり ます。自分の気持ち や意見を 、相手の気持ち も 尊重し なが

ら 、誠実に、率直に、そし て対等に表現する コ ミ ュ ニケーショ ン 手法である

＜アサーティ ブコ ミ ュ ニケーショ ン＞を学びまし た。

自分らしく 生きる

＜権利＞について学ぼう！2021

特定非営利活動法人子ども センタ ーあさ ひ

参加者の声

特定非営利活動法人子ども センタ ーあさ ひ

● 事業実施にあたっ ての工夫

1 1 /7（ 日）1 3 :3 0 ～1 5 :3 0

尾崎 貴子（ N PO 法人アサーティ ブジャ パン）

「 アサーティ ブコミ ュニケーショ ン

  ～お互いを尊重するコミ ュニケーショ ンと は～」

子ども の権利の理念を大切に子どもと 向き合う と いう こと は、自ら の権利を大切にし 、相手を尊重し 対等な

関係性を築く こと であると 考えます。＜子ども の権利条約＞＜アサーティ ブコミ ュニケーショ ン＞について

学び、自分の権利を大切にし 、他者の権利をも大切にできるよう に学びます。

異年齢の子ど も たち が共に育ち あう 場と し 、週末等を 地域の子ど も たち に広く 開放し 、子ど も と 青年が中心にな っ

て、異世代交流を 促し 、環境・ 人権・ 平和・ 国際協力など について学び合い、男女参画社会を 目指し たま ち づく り に地域

の人たち と 共に取り 組むこ と で、子ども と 青年の未来を き り 開く 教育・ 文化を 発展さ せる こ と を 目的と する 。

事業全体の計画、学習内容・ 形態について

 　 対話型やロールプレイ での学習を多く し た構成。

地域や他団体・ 組織と の連携について

　 子ども に関わる活動をさ れている団体への案内。関係団体によるSN Sでのひろ がり 。

●事業実施の成果と 課題（ 地域の課題解決につながっ たか）

　 ＜アサーティ ブコ ミ ュ ニケーショ ン＞について学ぶこ と により 、自分の権利を 大切にするこ と が他者の

権利をも 大切にできる、と いう こ と を参加者の多く が気づく 機会と なり まし た。職場や家族、子ども と の関

係性などを見直す機会と なり 、日々の生活に活かし たいと 好評でし た。

● 事業実施後の展望

● その他

　 日々の生活に活かせる 学びの場が必要である と 参加者と 共有で

き 、今後は親子でも 学べる 場、実践に活かせる 学習の場を つく っ て

いき たいと 考えています。

●自分に対し て素直・ 誠実である こ と が、

相手を 思う こ と につながる 発想はいい

な と 思いま し た。日常生活でも 使え そ

う な断り 方も 今後活かせそう です。

●1 2 の権利を 読みあげて、最後に先生の

お話を 聞いた時に、こ こ で初めて“ そう

や、子ども にも 断る 権利がある んや！”

と 気づき ま し た。ふだん素直に動いて

く れな い子ど も にイ ラ イ ラ し て た け

ど 、おち ついて 、権利があ る と 思っ た

ら 、自分のイ ラ イ ラ を おさ え ら れそう

です。

●アサーティ ブと いう 初めて聞いた言葉

が少し わかり ま し た。自己主張する の

は難し いこ と で すが、大事な こ と で す

ね。聞けてよ かっ たです。少し ずつ自分

のでき る こ と から やっ ていき たいと 思

います。

対象

子ども センタ ー 1 3 人

活動
目的

・ 体験学習事業「 寺子屋」・「 わく わく 子ども キッ チン」／自然体験「 田植え・ 稲刈り 」「 キャ ンプ」

・ 舞台鑑賞事業　 年間2 回

・ 学習会／講演会年間2 ～3 回

・ 地域住民と の交流事業　 まつり 年間1 回

・ 子育て支援事業「 リ ラ ミ ッ ク ～リ ラ ク ゼーショ ンリ ト ミ ッ ク ～」月2 回

活動
紹介

w w w .ko d o m o -cente r.o rg/団体
HP

5 人
団体

構成員数2 0 0 2 年5 月

申込
者数

どなたでも 定員 1 6 人

1 6 1 7

1 3 人
（ 大人1 3 人 子ども 0 人）

参加
者数

1 3 人
（ 大人1 3 人 子ども 0 人）

B コ ース

学 習 の 総 括

講　 師

会　 場 参加者数

1

事業の
ねら い

活動開始
時期



　 大阪市N PO・ 市民活動 企画助成事業の募集のご案内は、総合生涯学習センタ ーのホームページ・

SN Sや、大阪市内の市民学習センタ ー・ 区役所・ 区民情報セン タ ー・ 図書館等で配架予定の募集パン

フ レ ッ ト を ご覧く ださ い。

大阪市立総合生涯学習センタ ー

〒5 3 0 -0 0 0 1 　 大阪市北区梅田1 -2 -2 -5 0 0（ 大阪駅前第2 ビ ル5・ 6 階）

TEL： 0 6 -6 3 4 5 -5 0 0 4 　 FAX： 0 6 -6 3 4 5 -5 0 1 9

h ttp s://o sa k a d em a na b u .co m /um ed a /

開館時間　 　 午前9 時3 0 分～午後9 時3 0 分（ 日・ 祝は午後5 時まで）

  休館日 　 　 毎月第1・ 第3 月曜日/年末年始（ 1 2 月2 8 日～1 月4 日）

令和3 年度 大阪市N PO・ 市民活動 企画助成事業

報告書

 編　 集 大阪市立総合生涯学習セン タ ー

  (指定管理者:大阪教育文化振興財団・ SPS共同事業体)

  大阪市北区梅田1 -2 -2 -5 0 0

 T E L 0 6 -6 3 4 5 -5 0 0 4

 発　 行 大阪市教育委員会

 発行日 令和4 年3 月

●募集受付 令和3 年1 月5 日（ 火）～2 月2 8 日（ 日）

●個別相談 令和3 年1 月5 日（ 火）～随時対応

●有識者会議 令和3 年3 月2 6 日（ 金）

●実施団体への説明会 令和3 年4 月1 7 日（ 土）

●事業の実施 令和3 年7 月1 日（ 木）～令和4 年1 月3 1 日（ 月）

【 助成団体の取り 組み】

　・ 企画・ 実施の準備

　・ チラ シの作成・ 広報、受講者募集の受付

　・ 講座等の実施

　・ アン ケート 回収

　・ 報告書類の作成・ 提出

【 総合生涯学習セン タ ーの支援】

　・ 実施経費の助成（ 委託対象経費の7 5 % 以内で上限2 0 万円まで）

　・「 いち ょ う 並木」や「 いち ょ う ネッ ト 」への記事掲載などの広報協力

　・ 総合生涯学習セン タ ーや阿倍野・ 難波の市民学習セン タ ーの会場確保

●中間交流会の開催 令和3 年8 月2 1 日（ 土）

●報告会の開催 令和4 年2 月5 日（ 土）※オン ラ イ ン 実施

HP： 大阪市立総合生涯学習センタ ー

http s://o sakad em anab u .co m /um ed a/

Faceb o o k：

http s://w w w .fa ceb o o k .co m /so ugo u l lc/

大阪市N PO・ 市民活動 企画助成事業

募集について

お問い合わせ

令和3 年度 大阪市N PO・ 市民活動 企画助成事業

事業実施の流れ

四
つ

阪急
大阪梅田駅

阪神
大阪梅田駅

1 8 1 9

https://osakademanabu.com/umeda/
https://osakademanabu.com/umeda/
https://www.facebook.com/sougoullc/

